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農業ブーム
を

観光業界で
換金化へ

　

食
の
安
全
や
農
業
の
高
齢
化
が
話
題

に
な
り
、
農
業
が
注
目
さ
れ
る
機
会
が

増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、
農
業
に

関
心
を
寄
せ
る
女
性
に
話
を
聞
く
と
、

面
白
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
農
業
と
社

会
貢
献
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
語
ら
れ
や

す
い
と
い
う
点
だ
（
左
下
囲
み
参
照
）。

　

社
会
貢
献
を
意
識
し
た
消
費
は
、
現

代
の
消
費
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
で
も
あ
る
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
「
ボ
ル
ヴ
ィ

ッ
ク
」
が
、
「ワ
ン
リ
ッ
タ
ー　

フ
ォ

ー　

テ
ン
リ
ッ
タ
ー
（
※
）
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
通
常
比
１
３
１
％
の
売
り
上

げ
を
達
成
し
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
好
例

だ
。
「ソ
ー
シ
ャ
ル
消
費
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
消
費
の
主
な
担
い
手
は
若
者
と

女
性
。
購
買
、
消
費
に
よ
っ
て
社
会
貢

献
活
動
に
参
加
し
て
い
る
手
ご
た
え
を

得
た
い
、
と
い
う
彼
ら
の
意
識
を
う
ま

く
農
業
と
結
び
つ
け
れ
ば
、
今
ま
で
教

育
旅
行
や
民
泊
中
心
だ
っ
た
農
業
観
光

に
新
し
い
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。
た

と
え
ば
、
旅
に
行
っ
た
先
で
農
業
体
験

を
す
る
と
い
う
形
だ
け
で
な
く
、
都
会

の
近
隣
に
あ
え
て
１
泊
す
る
農
業
体
験

プ
ラ
ン
や
、
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品

も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
社
会
貢
献
消

費
市
場
は
、
農
業
観
光
の
裾
野
と
し
て

の
可
能
性
を
持
つ
の
だ
。

　

そ
こ
で
今
回
、
実
証
地
を
東
京
か
ら

１
時
間
圏
内
の
成
田
に
設
定
。
空
港
以

外
に
目
立
っ
た
観
光
資
源
の
な
い
中
、

高
付
加
価
値
な
農
業
旅
行
の
商
品
化
を

目
指
す
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。

農
業
ブ
ー
ム
が
盛
り
上
が
る
中
、い
ま
だ
換
金
化
へ
の
未
知
を
模
索
中
の
農
業
観
光
。

そ
こ
で
本
実
証
事
業
で
は
、
可
処
分
所
得
の
高
い
女
性
の
消
費
意
識
に
注
目
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
消
費
と
農
業
を
結
び
つ
け
る
旅
行
商
品
へ
の
道
を
探
っ
た
。

「
農
業
観
光
」今
後
の
展
望

“
週
末
は
農
場
ブ
ラ
ン
チ
”プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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社会の貢献意識

□先週、友達に誘われて畑に行ってきました。
草取りを手伝って、みんなでお昼食べて、楽
しかったです。なんか急に、エコに目覚めて
仲間とペットボトルの蓋を集め始めたんです。
（29歳女性/東京）

□ボランティア仲間に誘われた「援農体験ツア
ー※」にハマった。単に消費するだけの旅行
ではなく、（援農体験は行為自体が）循環活
動になるところがいい。（30代女性/東京）

農業と社会貢献

　

※人手の足りない農家や人手が必要な時期に、消費者が農家
に入り、農業を支援する手伝いをする。休暇に合わせた短期
間で募集されているものに旅行のような形態で参加する。

社会貢献消費市場は農業観光の裾野

背景

若
者
と
女
性
の
社
会
貢
献
消
費
意
欲
に
着
目

空
港
需
要
メ
イ
ン
の
成
田
で
農
業
を
観
光
化

※1リットルのボルヴィックが購入されるごとに、10リットルの水をアフリカ
に寄付するキャンペーン活動

農業と社会貢献をセットで考える傾向のある若者と女性が今回のターゲ
ット。従来の農業観光とは異なるターゲット設定と価格設定を意識しつつ、
プランを企画立案した

“週末は農業ブランチ”プロジェクト
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プラン
内容

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
課
題
は
タ

ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
価
格
設
定
。
ま
ず
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
可
処
分
所
得

が
高
く
社
会
貢
献
活
動
に
好
感
を
持
つ

層
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
首
都
圏
で
働
く
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
男
女
と
し
た
。
実
証
地
に

設
定
し
た
成
田
市
は
、
首
都
圏
か
ら
１

時
間
程
度
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
が
仕
事
帰

り
に
行
け
る
範
囲
。
地
域
と
し
て
空
港

以
外
の
新
た
な
観
光
需
要
を
模
索
し
て

い
た
こ
と
か
ら
も
、
市
場
創
造
の
可
能

性
を
見
る
に
は
最
適
と
判
断
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
業
体
験
未
経
験
者
向
け

に
、
旅
行
商
品
な
ら
で
は
の
快
適
さ
を

保
つ
た
め
、
宿
泊
に
つ
い
て
は
農
家
民

泊
で
は
な
く
ホ
テ
ル
を
利
用
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
近
隣
の
生
産
者
連
合
組
織
の
協

力
の
も
と
、「
食
か
ら
始
め
る
エ
コ
講

座
」
等
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
内
容

も
用
意
し
た
。
収
穫
体
験
に
つ
い
て
は
、

実
施
時
期
に
合
わ
せ
、
女
性
人
気
の
高

そ
う
な
い
ち
じ
く
や
葉
つ
き
人
参
を
選

択
。
社
会
貢
献
消
費
を
視
野
に
入
れ
、

旅
行
費
用
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
農
業
自
立

と
子
ど
も
の
給
食
費
支
援
金
を
寄
付
す

る「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ｔ
Ｗ
Ｏ
」

の
仕
組
み
も
組
み
込
ん
だ
。

　

以
上
の
内
容
で
、
料
金
は
１
万
３
０

０
０
円
（
１
人
参
加
は
１
万
５
０
０
０

円
）と
農
業
観
光
と
し
て
は
高
め
に
設

定
。
日
程
を
２
回
に
分
け
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
体
験
内
容
に
つ

い
て
検
証
を
行
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。

“週末は農業ブランチ”プロジェクト

第1回プラン内容

【1日目】
14:30	 ホテルチェックイン開始。
15:00	 生産者交流
	 「食から始めるエコ講座」開催
17:30～	フリータイム（夕食＆バータイム）
【2日目】
10:00	 ホテル出発、いちじく収穫、
11:00	 ホテルのシェフによるいちじく
	 料理講座
13:00	「農場ブランチ」
	 野菜バーベキューの昼食
15:30	 ホテルロビーにて解散

実施日　2009年10月9日～10日

［価格］	 1万3000円
	 （1人参加は1万5000円）
［宿泊］	ホテル日航成田

第2回プラン内容

【1日目】
11:00	 ホテル集合、加瀬農園にて
	 収穫体験
13:00	「農場ブランチ」
	 野菜バーベキューの昼食
14:30	 生産者の話を聞きながら
	 野菜収穫体験
18:00	 ホテルにて夕食をとりながら
	 生産者による
	 「食から始めるエコ講座」開催
19:30～	フリータイム（バータイムなど）
【2日目】
7:00	 朝食自由。以降フリータイム

実施日		2009年10月24日～25日

［価格］	 1万3000円
	 （1人参加は1万5000円）
［宿泊］	ホテル日航成田

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
募
集
。
告
知
画
面
で
は
、
参
加

の
有
無
を
問
わ
ず
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
２
９
１

件
の
う
ち
82
％
が
女
性
。
30
代
が
４

割
を
占
め
、
独
身
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
よ
り
も
多
か
っ
た
。　

　

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
９
割

が
「
経
験
あ
り
」と
答
え
、
農
業
体

験
に
関
心
の
高
い
層
＝
社
会
貢
献
消

費
に
積
極
的
な
層
で
あ
る
可
能
性
を

示
唆
。
農
業
観
光
の
裾
野
の
広
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
関
心
の
高
さ
に
反
し
て
、

実
際
は
６
割
が
農
業
体
験
の
「
経
験

な
し
」。
理
由
は
「
情
報
が
な
い
」「
参

加
方
法
が
分
か
ら
な
い
」が
６
割
を

超
え
、
一
般
客
が
参
加
し
や
す
い
旅

行
商
品
の
造
成
や
情
報
提
供
の
必
要

性
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

プロジェクト
サイトでの

アンケート結果

「
興
味
は
あ
る
が
情
報
が
な
い
」が

農
業
体
験
の
泣
き
ど
こ
ろ
？

モ
ニ
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
心
を
持
っ
た
人
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

農
業
観
光
に
興
味
を
持
つ
新
た
な
層
が
浮
か
び
上
が
る
と

同
時
に
現
在
の
農
業
観
光
の
弱
点
も
見
え
て
き
た
。

「農場ブランチ」というネーミング
は、朝思い立っても昼には間に合
う気軽さを表現

社会貢献意識の高い層は農
業にも関心が高そうだが、実
際に体験している率は低い

経験あり
89%

経験なし
11%

農業体験
経験あり
40%農業体験

経験なし
60%

社会貢献活動経験

農業体験の有無

ホ
テ
ル
宿
泊
を
伴
う
プ
ラ
ン
で

農
業
体
験
を

高
付
加
価
値
商
品
化

［宿泊プラン協力］ホテル日航成田［体験プログ
ラム監修・エコ講座講師］（株）生産者連合デ
コポン…地域内の有機生産者を中心に約
100件の農家を束ね。国内大手企業との取引
や海外輸出もしている

第1回のプランではいちじくの収穫体験を用意。
主に女性の喜びそうな作物を意識した
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モニタープラン
レポート

　

宿
泊
プ
ラ
ン
予
約
者
は
２
回
で
計
23

名
。
農
業
体
験
は
各
回
20
名
定
員
と
し
、

当
日
参
加
者
を
含
め
合
計
40
名
が
参
加

し
た
。
参
加
者
は
首
都
圏
を
中
心
と
し

た
１
都
３
県
在
住
者
。
な
か
で
も
千
葉

県
内
在
住
者
が
約
４
分
の
１
と
、
近
場

か
ら
の
参
加
が
多
か
っ
た
の
は
興
味
深

い
。
参
加
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
多
様

だ
が
、
予
約
者
に
限
っ
て
い
え
ば
ほ
と

ん
ど
が
有
職
女
性
。
あ
る
程
度
の
可
処

分
所
得
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
人
た
ち

と
い
え
る
。
農
業
体
験
に
つ
い
て
は
初

め
て
と
い
う
人
が
大
半
を
占
め
た
。

　

応
募
時
に
最
も
期
待
値
の
高
か
っ
た

の
は
、「
有
機
野
菜
収
穫
体
験
」、
次
い

で
「
農
場
ブ
ラ
ン
チ
」。「
農
場
ブ
ラ
ン

チ
」は
参
加
後
の
満
足
度
も
最
高
だ
っ

た
が
、
期
待
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
好

評
だ
っ
た
の
は
そ
れ
に
次
ぐ
「
食
か
ら

始
め
る
エ
コ
講
座
」。「
想
像
よ
り
ず
っ

と
よ
い
」「
も
っ
と
長
時
間
で
も
い
い
」

と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
知
的
好
奇
心
を

満
た
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ

が
う
か
が
え
た（
Ｐ
12
表
参
照
）。

　

実
証
地
の
成
田
は
首
都
圏
か
ら
日
帰

り
可
能
な
近
郊
だ
が
、
宿
泊
者
に
対
す

る
「
日
帰
り
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
」

と
の
問
い
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
日
帰

り
だ
と
の
ん
び
り
で
き
な
い
」と
回
答
。

ホ
テ
ル
ス
テ
イ
と
い
う
宿
泊
形
態
を
利

用
し
て
、
自
由
時
間
を
飛
行
機
や
夜
景

の
見
え
る
ラ
ウ
ン
ジ
や
バ
ー
で
過
ご
す

な
ど
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
た
よ
う
だ
。

生
産
者
が
語
る
講
座
が
大
人
気

１
泊
２
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

「
の
ん
び
り
で
き
る
」と
好
評

参加者の年齢層はまちまち、同行者も友
人、夫、家族などばらつきがあるものの、
予約者は全員が女性。1都3県から参加が
あったが千葉県内在住者が約1/4を占めた

参加者プロフィール

上／「エコ講座」では有機野菜の栽培法だけでなく、流通や生産調整の課題まで
レクチャー。右／畑でも、土作りの苦労から語られる生産者の話に参加者は興味
津々。「有機野菜を高いと思わなくなった」など、意識の変化を語る参加者もいた

ホテルを拠点としたプラン構成も今回の特
徴。参加者からは「ホテルステイだからこそし
っかり学べた」との声も

第2回の収穫体験は葉つき人参。「土がふ
かふかで気持ちいい」との感想が出た、有
機栽培の畑ならでは

男性
16%

女性
84%

25～
29才
20%

30～
34才
32%

35～
39才
32%

40～
59才
16%

性別

年齢

一人参加
20%

友人
44%

恋人
8%

家族
28%

参加形態

第1回のプランではいちじく料理教室を実施。日ごろ口にしな
い珍しさも手伝って盛り上がった

畑に囲まれたブランチ会場は「とても気持ち
よい」と大好評。有機野菜の味のよさに驚く
参加者も多かった
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モ
ニ
タ
ー
中
の
様
子
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
事
後
評
価
か
ら
は
、
３
つ
の
ニ
ー

ズ
が
読
み
取
れ
る
。
１
つ
は
、
参
加
動

機
は
「
農
業
の
初
体
験
」で
あ
り
、「
農

場
ブ
ラ
ン
チ
」と
い
う
味
覚
や
視
覚
に

訴
え
る
言
葉
が
効
果
的
だ
っ
た
こ
と
。

２
つ
目
は
、「
食
か
ら
始
め
る
エ
コ
講

座
」の
人
気
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
食

べ
放
題
な
ど
の
お
得
感
よ
り
経
験
を
通

じ
て
知
識
欲
を
満
た
す
内
容
が
満
足
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は「ゆ

っ
く
り
し
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
。
大

半
の
参
加
者
が
日
帰
り
よ
り
１
泊
を
支

持
し
た
こ
と
か
ら
も
、
体
験
の
詰
め
込

み
す
ぎ
や
過
密
な
観
光
の
組
み
入
れ
は

避
け
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
今
後
の
農
業
体
験
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
92
％
が
「
ぜ
ひ
ま
た
参
加

し
た
い
」と
回
答
。「
別
エ
リ
ア
で
体

験
し
た
い
」人
は
少
な
く
、「
別
の
野
菜

収
穫
を
し
た
い
」「
成
田
に
通
い
た
い
」

な
ど
、「
初
め
て
」訪
れ
た
地
域
へ
の

リ
ピ
ー
ト
意
向
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

な
お
エ
コ
講
座
受
講
者
の
20
％
は
モ
ニ

タ
ー
終
了
後
、
有
機
野
菜
を
購
入
し
て

い
た
こ
と
も
判
明
。
農
業
体
験
は
物
販

へ
の
入
り
口
と
し
て
も
有
効
な
よ
う
だ
。

知
識
欲
を
満
た
す
内
容
と

ゆ
っ
く
り
で
き
る
ペ
ー
ス
が
カ
ギ

リ
ピ
ー
ト
、
物
販
へ
の
期
待
も
大

まとめ

　

提
供
側
に
と
っ
て
「
農
村
体
験
」

を
意
味
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
農
業
観
光
は
似
て
非
な
る
も
の
と

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
消

費
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
ら
は
同
一
線

上
に
あ
り
、「
旅
行
」
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

関
心
は
あ
っ
て
も
未
経
験
の
人
に

対
し
て
は
、
手
軽
さ
、
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
経
験
、
旅
行
と
し
て
の
快

適
さ
な
ど
が
参
加
意
欲
促
進
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
。
農
業
を
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
一
つ
と
し
て
旅
行
に
組
み
込

め
る
エ
ン
ト
リ
ー
層
向
け
モ
デ
ル
開

発
は
急
務
だ
。
ま
た
、
農
場
は
日
本

各
地
に
あ
る
た
め
、
決
め
手
が
な
い

と
遠
方
か
ら
の
誘
客
は
難
し
い
。
競

合
優
位
性
を
保
つ
に
は
観
光
素
材
と

組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
化
や
、
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
高
い
作
物
の
物
販
を

絡
め
た
ツ
ア
ー
な
ど
も
有
効
だ
ろ
う
。

参
加
者
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
仕

掛
け
に
こ
そ
お
金
を
使
う
時
代
だ
。

　

観
光
と
接
続
を
図
る
に
は
、
ま
ず

は
観
光
、
農
業
、
両
者
を
つ
な
ぐ
翻

訳
的
機
能
＝
連
携
組
織
が
必
要
。
農

業
側
の
コ
ン
テ
ン
ツ
力
と
、
観
光
側

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
活
か
し
、

新
た
な
需
要
創
出
を
目
指
し
た
い
。

農
業
ブ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ

観
光
と
の
接
続
が
必
要

じゃらんリサーチセンター
研究員
横山幸代 
「働く若者旅行実態調
査」「初めてのパパ子2
人旅」「口コミ分析」な
どの調査研究を担当。
本年度は「農業と観光
の接続」、「次世代観光
行政」をテーマに活動
中。

担当
研究員より

“週末は農業ブランチ”プロジェクト

農業観光成功のポイント

	 農と観光を繋ぐ翻訳者・連携組織化
	 ソフト力で利益創出を
	 コンテンツの1つとして旅に組込める
	 エントリー層向けの体験開発

別の野菜・果物などの
農業体験をしたい

同じところに
定期的に通ってみたい

収穫体験以外の
農業体験をしたい

別のエリアで
農業体験をしてみたい

次回やってみたいこと（n＝25、複数回答）
0% 20 60

52

32

24

12

40

リピート意向（n＝25、単数回答）

ぜひ参加
したい
92%

どちらとも
いえない
8%

参加したくない
0%

プログラムの期待と満足度について（n＝25、複数回答）

農場ブランチについて
「食から始めるエコ講座」
有機農家の方とのふれあい
野菜の出荷作業体験について
参加費がアフリカに寄付されること
いちじく料理の作り方について
有機野菜収穫体験について
ホテルでのフリータイム（食事含む）

2
2
6
1

5
1

4.1	
3.6	
3.8	
4.0	
3.9	
3.6	
4.2	
2.9	

4.6	
4.4	
4.4	
4.4	
4.2	
4.2	
4.1	
3.3	

0.5	
0.8	
0.6	
0.4	
0.3	
0.6	
0.0	
0.4	

農業を初体験すること

食や、農業について学びたい

農場ブランチを食べること

有機農家の人と交流すること

美味しい野菜を買いたい

参加目的上位（n＝25、複数回答）
0% 15 30

31

24

20

16

11

※加重平均方式で平均値を算出した。	※「期待＜満足」は、参加後ー応募時で算出

最も満足
したもの

応募時の
期待プログラム 参加後の

満足度
期待＜
満足度




